
【ロゴマーク】
文学館のステンドグラスや遠藤作品の世界観をイメージする深
い海を思わせるような青いステンドグラスを背景に、遠藤先生の
似顔絵をモチーフにしたデザイン

【キャッチコピー】
「沈黙と好奇心の旅へ」
遠藤文学を連想させる「沈黙」という言葉と、遠藤先生のユーモ
アあふれる人物像を表現する「好奇心」という二つの言葉で、そ
の多面的な魅力を伝えるとともに、「遠藤文学の世界への旅」と
「文学館へのリアルな旅」の二つの旅に誘(いざな)うメッセージを
込めている。
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【担当課】
文化振興課 佐藤、松藤 直通842-3782
遠藤周作文学館 松村 直通0959-37-6011



【Instagram、Twitter、特設サイトのQRコード】
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TwitterInstagram 特設サイト

【 Instagram 投稿内容】
火曜日：遠藤周作名言集と題し、小説やエッセイの一説の紹介

または、著名人等から寄せられたメッセージ（抜粋）の紹介
木曜日：イベントや文学館からの風景の紹介
日曜日：生誕100年記念事業スタッフの推し本と題し、著書の紹介

【 Twitter投稿内容】
火曜日：遠藤周作名言集と題し、小説やエッセイの一説の紹介

遠藤周作生誕100年記者配布用資料



1999年にテレビ放送された遠藤周作の人生と順子夫人との
夫婦愛を描いたドラマ「夫の宿題」の上映会と、ドラマで順子
夫人役を演じた竹下景子さんによるトークショーを開催します。

また、生前、長崎で行われた講演会に遠藤先生が登壇した
際の肉声を特別公開します。
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この企画展では、遠藤周作の文学と人生を振り返り、小説
家・遠藤周作の文学世界と、狐狸庵として多くの人に親しま
れた人柄に触れてもらうことで、愛読者から遠藤周作をまだ
あまり知らない若い世代まで、幅広い層に遠藤周作を身近に
感じてもらいたいと考えています。

詳細については、決定次第、お知らせします。
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